　運動エネルギーの秘密
　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

２倍速い鉄球と２倍重い鉄球では、どちらが危ないのか調べよう

予想　：　質量２倍　と　速さ２倍　
☆今日の実験は，「鉄球が電池を突き飛ばす距離で危険度を数字にしよう」というものです。

問題：鉄球がレールをすべって，乾電池に衝突しました。

乾電池が一番飛ばされるのは次のうちどれでしょう。

1 元の鉄球の質量が２倍になったとき。

2 元の鉄球の速さが２倍になったとき。

3 どちらも同じくらい危ない。

実験　：　基本の実験と　質量２倍、速さ２倍の実験を比較して確かめよう
· を上に持ち上げた位置エネルギーを坂道を使って運動エネルギーに変換する。

· 鉄球の速度は、ビースピという名前の速度測定機を使う。鉄球に割りばしをつけて、センサーを通過するように工夫する。（前もって坂のどのくらいの高さから滑らせると速度が２倍になるか調べておくとビースピは１台ですむ）
· 乾電池の横に，動いた距離がわかるように、物差しを２本置く。
· 基本の実験を鉄球の質量（　　　　　　　ｇ）　速さ（　　　　　　　　）とする。

· 鉄球の質量を２倍にするには，鉄球におもりを取り付ける。

· 鉄球の速さを２倍にするには，スタート場所を坂の終りから上へ　　　　　　cmのところにする。

☆実験の結果

	衝突の

パターン
	条件
	鉄球の

質量
	鉄球の速さ

単位（　　　　　）
	乾電池が動いた距離
	基本の何倍か

	
	質量
	速さ
	
	
	
	

	基本
	１倍
	１倍
	ｇ
	
	ｃm
	　　　　１　　　倍

	質量２倍
	２倍
	１倍
	ｇ
	
	ｃm
	倍

	速さ２倍
	１倍
	２倍
	ｇ
	
	ｃm
	倍


考察　：　実験でわかったことを書いてみよう
· 鉄球の持つエネルギーは

→鉄球の質量が２倍になると，もとの（

）倍になる。
→鉄球の速さが２倍になると，もとの（

）倍になる。
◎さらに詳しく調べると、
運動エネルギーは（　　　　　　　）に比例し、（　　　　　）の２乗にも比例している。
２倍速い鉄球と、２倍重い鉄球では、　　　　　　　の方が運動エネルギーが大きい
